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A novel ruthenium complex with a cyclopentadiene ligand substituted with a long chain 

alkyl group was synthesized. Thus RuCl3・nH2O was reacted with undecylcyclopentadiene 

(C11-Cp-H) and PPh3 in refluxed EtOH to afford (C11-Cp)RuCl(PPh3)2 (Ru-1). And the 

catalytic activity of this ruthenium complex in water was investigated. In addition, the 

catalytic activity in water was compared with that of a ruthenium complex without long chain 

alkyl groups (Ru-2). The detailed results will be presented in this poster session.  
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ルテニウム錯体は様々な反応の触媒として広く使われている. それらの触媒を用い

て反応を行う際, 有機物が水に難溶なことから, 一般に有機溶媒が使用されているが, 

環境への負担が問題視されており, 水中で機能する触媒が求められている.1)  

本研究では,  undecylcyclopentadiene (C11-Cp) 配位子をもつ新奇ルテニウム錯体を合
成し, 水中での触媒反応への応用を調査した. さらに, その水中での触媒活性を検討し
た. すなわち undecylcyclopentadiene(C11-Cp-H) と RuCl3・nH2O, PPh3を EtOH中, 加熱
還流下にて反応させ (C11-Cp)RuCl(PPh3)2 (Ru-1) を合成し, 収率 67%で得た. 得られた
Ru-1 と長鎖アルキル基をもたない既知の錯体 Ru-2 との触媒活性を, アリルアルコ
ール類の異性化反応にて比較した. その結果, 5 mol%の Ru-1, 10 mol%の NH4PF6存在
下 , 3-phenyl-2-propen-1-ol を 水 中 , 100℃ で 3 時 間 反 応 さ せ る と 3-

phenylpropionaldehyde が収率 77%で得られ, 同条件下では, Ru-2 より高い触媒活性
を示した. さらなる長鎖アルキル基の有無の効果については, 現在も引き続き検討し
ている.  
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